
問　

本
市
の
成
長
戦
略
、
少

子
高
齢
化
対
策
、
環
境
整
備

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
。

答　

本
市
は
、
多
く
の
魅
力

や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
活
か
し
観

光
振
興
や
企
業
誘
致
の
促

進
、
農
林
水
産
業
の
経
営
基

盤
の
強
化
、
働
く
場
の
確
保

と
若
者
の
地
元
へ
の
定
着
化

を
図
る
。

　
「
こ
ど
も
館
」
を
活
用
し

た
子
育
て
環
境
づ
く
り
、「
霧

島
市
雨
水
管
理
総
合
計
画
」

に
よ
る
効
果
的
な
浸
水
対

策
、
市
街
地
の
交
通
渋
滞
緩

和
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
や
感
染
の
収
束

後
を
見
据
え
た
経
済
対
策
を

迅
速
に
講
じ
る
。
ま
た
、
地

域
医
療
体
制
の
充
実
、
循
環

型
社
会
の
形
成
、
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
土
地
の

有
効
活
用
や
市
民
の
健
康
づ

く
り
・
子
育
て
支
援
の
拠
点

と
な
る
多
機
能
・
複
合
的
な

保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
も

積
極
果
敢
に
取
り
組
む
。

霧
島
市
立
医
師
会
医
療
セ
ン

タ
ー
の
建
設
は
地
元
業
者
の

参
画
を

問　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
設

は
、
地
元
業
者
が
参
画
で
き

る
配
慮
は
さ
れ
て
い
る
か
。

答
　
市
内
業
者
の
健
全
育

成
、
雇
用
拡
大
、
経
済
波
及

効
果
を
鑑
み
、
地
元
企
業
を

活
用
す
る
。
駐
車
場
整
備
、

既
存
の
手
術
棟
改
修
や
、
病

院
の
解
体
工
事
な
ど
は
、
市

内
業
者
に
発
注
す
る
。

問　

市
道
姫
城
中
央
線
の
高

低
差
は
ど
れ
く
ら
い
か
。 

 

答
　
最
低
地
点
は
Ａ
コ
ー
プ

姫
城
店
南
西
側
交
差
点
で
、

こ
こ
か
ら
松
永
用
水
は
3.9

ｍ
、
堤
防
道
路
は
2.4
ｍ
、
県

道
日
当
山
敷
根
線
と
の
交
差

点
は
4.9
ｍ
高
い
状
態
で
あ

る
。

問　

日
当
山
地
域
の
浸
水
対

策
は
重
要
課
題
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
検
討
を
し
て
い
る
の

か
。 

答
　
大
雨
時
の
避
難
所
が
不

足
し
、
対
策
に
時
間
を
要
す

る
た
め
、
早
め
の
避
難
を
お

願
い
し
て
い
る
。
４
月
よ
り

「
き
り
し
ま
防
災
・
行
政
ナ

ビ
」
を
運
用
開
始
し
て
、
さ

ら
に
安
全
か
つ
ス
ム
ー
ズ
な

避
難
が
可
能
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。 

 

一
人
ひ
と
り
を
守
る
支
援
を 

 

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
心
の
不
調

や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
は

多
い
。
ス
ト
レ
ス
や
落
ち
込

み
度
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

「
心
の
体
温
計
」
を
導
入
で

き
な
い
か
。 

 

答
　「
心
の
体
温
計
」
は
、

利
用
者
が
自
身
の
心
の
状
態

に
気
づ
け
る
ツ
ー
ル
で
あ

る
。
先
進
事
例
を
参
考
に
調

査
研
究
す
る
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教

　

育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課

題
が
あ
る
。
予
約
年
齢
の
細

分
化
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

増
員
、
受
付
窓
口
の
「
一
本

化
」、
予
診
票
の
事
前
配
布

な
ど
に
よ
り
改
善
で
き
な
い

か
。
医
療
機
関
の
現
場
の
声

を
聴
き
必
要
な
支
援
を
行
う

考
え
は
な
い
か
。

答　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
、

回
線
を
21
回
線
に
増
や
し

た
。
医
療
機
関
か
ら
も
事
務

量
の
増
加
の
相
談
が
あ
り
、

負
担
の
か
か
ら
な
い
手
法
を

検
討
し
て
い
る
。
予
約
年
齢

の
細
分
化
も
検
討
す
る
。
64

歳
以
下
の
接
種
券
と
予
診
票

は
同
封
し
て
送
付
す
る
。

早
期
の
豪
雨
災
害
対
策
を

問　

現
在
の
浸
水
対
策
は
、

５
年
間
で
「
床
上
浸
水
解

消
」、
10
年
後
に
「
さ
ら
な
る

浸
水
解
消
」、
20
年
後
「
浸

水
解
消
」
を
目
標
と
し
て
い

る
。
20
年
待
た
ね
ば
解
消
さ

れ
な
い
計
画
で
い
い
の
か
。

堆
積
土
砂
の
撤
去
を
、
も
っ

と
県
に
働
き
か
け
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

現
計
画
で
、
浸
水
対
策

は
大
き
く
改
善
さ
れ
る
。
天

降
川
の
堆
積
土
砂
が
撤
去
さ

れ
れ
ば
河
川
の
流
下
能
力
が

上
が
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

引
き
続
き
県
に
要
請
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
ご
み
処
理
問
題
に
つ
い
て

・
市
内
で
生
活
す
る
外
国
人

の
問
題
に
つ
い
て

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
　
19
人
が
一
般
質
問
　
市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
質
す
！

植
山
　
利
博  

議
員

久
保
　
史
睦  

議
員

命
を
守
る
防
災
・浸
水
対
策
計
画

の
加
速
化
と
充
分
な
説
明
を

宮
内
　
博  

議
員

高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
課
題

を
今
後
の
接
種
体
制
に
活
か
せ

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問　

本
市
の
、
高
齢
者
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
７
月
中
に
完

了
す
る
の
か
。

答　

７
月
中
に
終
え
る
こ
と

を
目
標
に
推
進
し
て
い
る
。

６
月
14
日
現
在
、
高
齢
者
の

１
回
目
の
接
種
率
は
47
・

３
％
で
あ
る
。
当
初
は
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
量
が
少
な
か
っ

た
た
め
、
接
種
人
数
が
限
ら

れ
て
い
た
が
、
現
在
は
十
分

な
供
給
量
が
あ
り
、
集
団
接

種
の
予
約
枠
の
拡
大
や
医
療

機
関
に
お
け
る
個
別
接
種
に

つ
い
て
も
接
種
人
数
が
増
加

し
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者

施
設
の
従
事
者
も
同
時
に
接

種
で
き
る
こ
と
か
ら
接
種
券

を
送
付
し
て
い
る
。

旧
清
水
保
育
園
の
有
効
活
用

を問　

今
後
、
地
域
の
方
が
利

活
用
で
き
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
購
入
し
た
マ
ス
ク
・
防
護

服
や
、
災
害
時
に
避
難
所
で

使
用
す
る
簡
易
ベ
ッ
ド
等
の

保
管
場
所
と
し
て
活
用
し
て

い
る
。
ほ
か
に
場
所
が
な
い

こ
と
か
ら
、
当
面
の
間
は
引

き
続
き
使
用
す
る
予
定
で
あ

る
。

そ
の
他
の
質
問

・
各
地
区
自
治
公
民
館
が
つ
く

る
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
事

業
実
施
計
画
書
」
に
基
づ

く
要
望
の
対
応
に
つ
い
て

問　

市
周
辺
部
で
は
人
口
減

少
が
続
い
て
い
る
。
若
者
を

呼
び
込
む
た
め
に
、
格
安
の

宅
地
分
譲
な
ど
実
施
し
、
思

い
切
っ
た
活
性
化
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答　

第
２
期
霧
島
市
ふ
る
さ

と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き

市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
移
住

定
住
補
助
制
度
の
拡
充
や
光

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
な

ど
、
活
性
化
施
策
を
推
進
し

て
い
く
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
使
え
る
財

源
は
積
極
的
な
活
用
を

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
国
は
、
国

保
税
・
介
護
保
険
料
減
免
に

対
す
る
財
源
を
支
援
す
る

が
、
本
年
度
は
ど
う
対
応
す

る
か
。
ま
た
、
同
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
は

施
策
全
般
に
使
う
こ
と
が
で

き
る
。
市
民
生
活
を
支
援
す

る
取
組
を
ど
う
進
め
て
い
く

の
か
。

答　

特
別
調
整
交
付
金
に
よ

り
、
国
保
税
・
介
護
保
険
料

減
免
は
対
応
す
る
こ
と
に
な

る
。
臨
時
交
付
金
は
自
治
体

が
地
域
に
応
じ
て
、
効
果

的
・
効
率
的
に
活
用
で
き

る
。
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
や
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
状
況
を
踏
ま

え
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
会
計
年
度
任
用
職
員
の
労

　

働
条
件
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

問　

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上

の
啓
発
運
動
の
推
進
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

本
市
で
は
、「
霧
島
市

交
通
安
全
計
画
」
に
基
づ
き

「
人
優
先
」
の
交
通
安
全
思

想
を
基
本
と
し
た
施
策
を
推

進
し
て
い
る
。
全
国
交
通
安

全
期
間
中
は
、
警
察
や
関
係

団
体
と
合
同
で
、
通
学
路
や

横
断
歩
道
で
の
児
童
の
事
故

防
止
や
、
交
通
ル
ー
ル
遵
守

な
ど
を
掲
載
し
た
の
ぼ
り
旗

や
マ
ナ
ー
向
上
懸
垂
幕
を
掲

示
し
て
い
る
。
幼
児
や
小
中

学
生
、
高
齢
者
向
け
の
交
通

安
全
教
室
で
は
、
信
号
機
の

見
方
や
横
断
歩
道
の
渡
り

方
、
自
転
車
の
乗
り
方
な
ど

の
交
通
安
全
教
育
を
推
進
し

て
い
る
。
ま
た
、
県
主
催
の

ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
で
は
、
自

動
車
学
校
で
夜
間
歩
行
を
体

験
し
、
外
出
時
の
注
意
点
や

夜
光
反
射
材
の
着
用
な
ど
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。
こ
の
他

に
も
、
交
通
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
個
人
に
よ
る
立
哨
、
見
守

り
活
動
を
行
い
、
交
通
安
全

に
寄
与
し
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
向

上
を
啓
発
し
、
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
を
図
り
交
通
事
故

の
防
止
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
国
分
中
央
高
校
の
現
状
と

　

今
後
に
つ
い
て

前
島
　
広
紀  

議
員

前
川
原 

正
人  

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
迅
速
に

中
山
間
地
域
の
思
い
切
った

人
口
増
加
対
策
を

川
窪
　
幸
治  

議
員

命
を
守
る
交
通
安
全

ル
ー
ル
の
推
進
を

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

今
後
の
霧
島
市
の
成
長

戦
略
は
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